
　平成26年３月３日未明，北陸道上り線の小矢部川ＳＡにおいて，高速乗合バスが停車中の大型トラッ
クに衝突し，乗客・乗員２名が死亡，乗客や衝突されたトラック運転者等の合計26名が重軽傷を負うと
いう重大な事故が発生した。
　国土交通省は，事故直後に「事故対策本部」を設置して情報収集を行うとともに，被害者相談窓口にお
いて，被害者の方々からの相談・要望に真摯に対応した。
　また，本事故については，事故発生前に運転者が意識を消失していた可能性もあったことから，対策本
部において運転者の体調急変に伴う事故を防止するために想定される課題等の検討を行い，平成26年４
月18日に，従来からの運転者の健康管理に係る施策を見直し，「運転者の体調急変に伴うバス事故を防止
するための対策」を策定するとともに，ゴールデンウィークの期間における高速乗合バスの全国一斉点検
等の対策を実施した。
　同対策には，①平時からの疾病や過労の未然防止，②運行前点呼時の予兆把握と対処，③万が一の場合
にも安全技術等により乗客の安全確保を図るための方策等について，ソフト・ハード両面からの措置が盛
り込まれている。また，同対策の一環として，「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」を改訂し，
健康診断のフォローアップの徹底やきめ細やかな労務管理の徹底等を盛り込み，運行の現場を含めた関係
者への浸透・徹底を図っている。
　これらの施策により，バス事業のより一層の安全性向上及び信頼の回復に向け，取り組んでいく。

◆「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」（平成26年４月18日改訂）のポイント

１．定期健康診断による疾病の把握
　 　定期健康診断において，要再検査や要精密検査，要治療の所見がある場合には，当該運転者に医師
の診断または治療させ，その結果（医師からの乗務に係る意見）を把握する。

２．就業上の措置の決定
　 　上記１における医師からの意見等を勘案し，当該運転者における就業上の措置（業務負担の軽減，
業務転換，乗務の継続／中止等の措置）を講じる。
　 　乗務の軽減や転換などの措置を行った場合には，当該運転者に対して，医師等による改善指導又は
保健指導を受けさせ，健康状態を継続的に把握する。

３．乗務前点呼における乗務判断
　 　乗務前の点呼において，事業用自動車の運転者の健康管理マニュアルに定められている判断目安に
基づき，運転者が安全に乗務できる健康状態かどうかを判断し，乗務の可否を決定する。

４．乗務中の判断・対処
　 　乗務中に，自動車の運転に支障を及ぼすおそれがある一定の病気等に係る前兆や自覚症状等が現れ
た場合には，運転者は無理に運転を継続せずに，近くの駐車場やサービスエリア・パーキングエリア
等にて休憩を取り，速やかに運行管理者等に報告するよう指導する。
　 　実際に体調が悪化した場合，または，急を要する脳・心臓疾患の前兆や自覚症状が現れた場合には，
即座に運転を中止し，車両を安全な場所に停車させるなどして安全を確保し，速やかに運行管理者等
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に報告するよう指導する。

５．平時からの健康増進
　 　上記４点のほか，運転者の疾病の発症や健康状態の悪化につながる過労等をできるだけ引き起こさ
ないためには，産業医やヘルスケア機器，各種スクリーニング検査等を活用した健康状態の確認と，
働く人それぞれの状況に応じたきめ細やかな労務管理に努める。
　 　また，運転者が自主的に疾病・過労を申告し，安心して治療し現場復帰できるような社内環境・雇
用環境の整備に努める。

【政府ホームページ掲載先】

北陸自動車道高速バス事故を受けた対策については，下記ホームページに掲載している。
http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000163.html

「運転者の体調急変に伴うバス事故を防止するための対策」（平成26年４月18日）の概要

運転者の体調急変に伴うバス事故を防止するための対策（主なもの）

優良事業者評価制度の機能強化など健康・過労対策のインセンティブ充実により
積極取組みを加速、下支え

◎点呼時や運行中の疾病予兆
　等、乗務・運行中止の判断目
　安づくり
→ 事業者、ドライバー向け指針の策定
（「健康管理マニュアル」改訂）など

◎運転者の状態を把握し、運
　行継続/中止を判断するための
　体制整備
→ 義務付け

◎運転者の体調異常検知し、警
　報するシステムや、ヘルスケ
　ア機器と連携した次世代運行
　管理・支援機器の早期普及
→ 補助対象機器の追加拡充

◎家族・職場と一体となった健康増進
◎健康診断とフォローアップの徹底、
主要疾病の検査受診促進

◎働く人それぞれの疲労度や体調に応
　じたきめ細やかな労務管理の浸透

◎睡眠計などヘルスケア機器の日常生
　活での積極活用

ソ
フ
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面
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→ 事業者、ドライバー向け指針の策定
（「健康管理マニュアル」改訂）など

→ 補助対象機器の追加拡充

点呼時や運行中の
予兆把握と対処

疾病や過労の未然防止、
早期治療・是正

◎緊急時の対応方策等の
　検討
→ 関係団体、省庁等により緊
急時にとるべき方策について
課題整理

◎衝突被害軽減ブレーキ
　等の早期普及

◎体調異常を検知し、自
　動停止するシステムの
　開発加速

下流側での対策

万が一の疾病発症等
にも確実に対応

短期（予算）

短期（制度）

短期（制度）

短期（予算）

短期（予算）
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下流側での対策

上流側での対策
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